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収容施設の設計 
○保安機能 

「逃亡の防止」「保安事故の防止」 

 

○教育・訓練機能 

 

○生活機能 

 

 －設計の詳細にいたるまで，施設管理者，処遇担当職員 

  の視点からの検証が必要 

 

 －図面での検証は困難であった 



ＢＩＭとの出会い 

○平成２４年度 静岡地方法務局藤枝出張所庁舎新営設計 
        （国土交通省 中部地方整備局 営繕部） 
 －市街地に立地する法務局庁舎の移転案件 
 －民家と隣接 
 －日照や俯瞰の問題あり 
 
○ＢＩＭにより計画段階で問題解決が図られた 

○矯正収容施設においても最適なツールではないか！！ 



静岡地方法務局藤枝出張所ＢＩＭイメージ 



静岡地方法務局藤枝出張所完成写真 



インハウスによるＢＩＭの活用 

－法務省では基本設計までをインハウスで行っている。 

－設計事務所と業務契約する前にＢＩＭイメージがほしい。 

－企画・計画の早い段階でＢＩＭを導入する方が効果が高い 

 

○ 新営設計におけるインハウスでのＢＩＭ活用 

 －企画段階でのＢＩＭイメージ活用 

 －階層割り，ボリュームスタディでのＢＩＭ活用 

 

○ 改修設計（フルリノベーション）におけるＢＩＭ活用 

 －外壁、建具改修前後の意匠の比較 

 －設備の更新に伴う配管と構造の干渉 

 －改修手法の比較検討 



施工から維持管理へのデータ継承 

○施設整備の 

 企画、予算要求、設計、工事監督、維持・保全 

 まで一貫して行っている 

 

○ＢＩＭによるデータの一元管理に優位性がある 

 

○施工段階以降のＢＩＭの活用は今後の課題 

 

○収容施設の「設備配管」は高密度でメンテナンス難、 

 「警備・通信機器」は職員の生命を守る、「建物の堅牢 

 さ」は最後のとりで 

 

 －ＢＩＭによる高度で戦略的な維持管理を 



アジアの国からの反響 
○アジア矯正建築実務者会議（ＡＣＣＦＡ） 
 
 －矯正建築に関する問題は各国共通 
 
 －情報共有が遅れていた 
 
 －１９９０年代からタイに対して矯正建築計画技術を指導 
 
 －２０１１年から矯正建築会議を立ち上げる（日本が事務局長国） 
 
○第３回ＡＣＣＦＡにてＢＩＭのプレゼンを行う 
 
 －マレーシアのランカウイ島 
 
 －「矯正施設建築における建築家の役割」がテーマの一つ 
 
 －設計者とエンドユーザーとのコミュニケーションの確立 
 



第３回ＡＣＣＦＡ会議風景 



第３回ＡＣＣＦＡにおけるプレゼン 



ＡＣＣＦＡにおけるパネル展 



今後の取組 

○ＢＩＭを活用した戦略的な業務展開 

 －施工管理 

 －維持・保全 

 －改修，リノベーション 

 

○インハウス業務おけるＢＩＭ活用 

 －基本計画，基本設計 

 －職員研修が必要 

 －ＢＩＭを活用できる機会を増やす  



ご清聴ありがとうございました。 
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